
11RIKEN NEWS No.331 JANUARY 2009

　鳥のオスが求愛の歌（恋歌）を歌っているとき、脳内
の報酬系神経回路が活性化していることを、理研脳科学
総合研究センター発声行動機構研究チームのヘスラー・
ニール チームリーダーらが発見した。普通のさえずりで
はこの活性化は見られない。
　ヒトをはじめ多くの生物の脳には、食物や性行動など
の報酬刺激に対し、快感を得る神経回路がある。この回
路の活性化は、回路内の腹
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動性神経細胞へのシナプス伝達が増強されるためであ
ることが、麻薬の投与などの実験で分かっている。
　今回、このシナプス伝達の増強は恋歌を歌うといった

　理研基幹研究所 牧島宇宙放射線研究室のポシャック・
ガンジー国際特別研究員らは、南米チリにあるヨーロッ
パ南天天文台の超大型望遠鏡（Very Large Telescope：
VLT）を用いて、南天にある二つのブラックホールが放
つ可視光線の強度変化を0.05秒という非常に短い時間
分解能で計測することに成功した。
　ブラックホールが放つ電磁放射線の速い強度変動は、
これまで主にX線だけで観測されてきた。可視光線はX

線が周囲のガスを照らすことで発生する二次的副産物
だと考えられていた。
　ポシャック研究員らは、今回観測に成功した可視光線
のデータをNASAの衛星が観測したX線データと比較。
その結果、可視光線の強度変化はX線の強度変化よりも

自然な社会性行動によっても引き起こされることが、キ
ンカチョウ（写真）の実験によって明らかにされた。キ
ンカチョウは、子が親鳥から歌を学び、周囲とコミュニ
ケーションを取るためにさえずるなど、高度な社会性を
持つ鳥として知られている。研究チームは、①オスだけ
で普通に歌わせる、②オスにメスを見せて恋歌を歌わせ
る、③オスにメスを見せるが、歌おうとしたら邪魔をす
る、という三つの状況で実験した結果、②と③のオスで
は、シナプス伝達が増強していることを発見した。つま
り、オスは恋歌を歌っているとき、または歌おうとして
いるとき、快感を得ていることが分かった。
　ヒトと鳥は進化の系統樹の上では離れているが、同等
の報酬系神経回路を持ち、同じような状況下で同様な感
情を持つと予想される。今回の成果は、ヒトの社会性行
動と脳機能の関係を理解する手掛かりとなり得る。ま
た、この報酬系神経回路活性化・不活性化のメカニズム
を解明できれば、ゲームなどの習慣性や薬物依存を抑制
する方法にもつながると期待される。 R

速く、可視光線とX線とは連動しつつも、それぞれ異な
る特徴的なパターンを示すことを発見した。これによ
り、ブラックホールのすぐ近くでは、磁場が重要な役割
を果たしていて、この強い磁場がブラックホールに吸い
込まれる巨大なエネルギーの流れを、一時的に蓄える貯
水池となっている可能性が示された。X線と連動した可
視光線の変動の発見は、ガスを吸い込むブラックホール
中心部での、巨大なエネルギーの流れを理解する上で役
立つと注目されている。 R
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● �『PLosONE』（10月1日号）掲載。

● �本研究成果は、理研と英国のシェフィールド大学・ケンブリッジ大学・
ワーウィック大学、スペインのカナリア諸島天文台、米国のミシガン
大学、ドイツのマックス・プランク天文物理学研究所の7機関からな
る国際共同研究チームで行われたものです。

● �『Monthly Notices of the Roy. Astron. Soc. Letters』（11月1日）掲載。

鳥が恋歌を歌うとき、脳は幸せを感じる
2008年10月1日プレスリリース

ブラックホールが吸い込むエネルギーの流れを追う
2008年10月17日プレスリリース


